
こ
れ
ま
で
の
経
緯

那
須
町
と
葉
山
町
は
、
互
い
に
御
用

邸
を
有
す
る
縁
で
、
平
成
24
年
か
ら
双

方
の
議
員
が
両
町
を
訪
問
し
合
い
、
互

い
の
絆
を
深
め
、
昨
年
５
月
に
友
好
都

市
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。
こ
れ
を

き
っ
か
け
に
、
下
田
市
か
ら
も
同
様
の

協
定
締
結
の
申
し
出
が
あ
り
、
１
月
14

日
、
下
田
市
と
友
好
都
市
協
定
を
締
結

し
ま
し
た
。

全
国
に
15
カ
所
建
造
さ
れ
た
御
用
邸

の
う
ち
、
現
存
す
る
の
は
「
那
須
御
用

邸
（
那
須
町
）
」
「
葉
山
御
用
邸
（
神

奈
川
県
葉
山
町
）
」
「
須
崎
御
用
邸

（
静
岡
県
下
田
市
）
」
の
３
カ
所
の
み
。

御
用
邸
と
と
も
に
歴
史
を
歩
ん
で
き
た

３
市
町
が
、
今
後
、
さ
ら
に
交
友
関
係

を
深
め
、
協
力
し
て
い
く
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

１
月
14
日
、
町
は
静
岡
県
下
田
市
と
「
御

用
邸
所
在
地
友
好
都
市
協
定
」
を
締
結
し
ま

し
た
。
同
日
、
神
奈
川
県
葉
山
町
と
静
岡
県

下
田
市
も
、
同
様
の
協
定
を
締
結
。
そ
の
後
、

3
市
町
が
友
好
を
分
か
ち
合
う
覚
書
を
交
わ

し
、
「
御
用
邸
が
と
り
も
つ
友
好
の
輪
」
が

で
き
ま
し
た
。

友
好
都
市
協
定
締
結
式

協
定
締
結
式
は
、
「
下
田
市
制
施
行

50
周
年
記
念
式
典
」
内
で
行
わ
れ
、
平

山
町
長
を
は
じ
め
、
山
梨
崇
仁
（
や
ま

な
し
た
か
ひ
と
）
葉
山
町
長
、
松
木
正

一
郎
（
ま
つ
き
し
ょ
う
い
ち
ろ
う
）
下

田
市
長
、
池
澤
昇
秋
町
議
会
議
長
、
葉

山
町
の
待
寺
真
司
町
議
会
議
長
、
下
田

市
の
滝
内
久
生
市
議
会
議
長
ら
が
出
席

し
ま
し
た
。

３
市
町
長
は
協
定
書
に
署
名
し
、
産

業
、
経
済
、
観
光
、
文
化
、
教
育
、
防

災
な
ど
幅
広
い
分
野
で
の
交
流
を
通
じ
、

相
互
の
信
頼
と
理
解
を
深
め
、
友
好
関

係
を
さ
ら
に
推
進
し
て
い
く
こ
と
を
確

認
し
ま
し
た
。

こ
の
協
定
に
基
づ
き
、
今
後
、
政
策

等
の
情
報
交
換
と
質
の
向
上
に
向
け
た

研
さ
ん
、
災
害
時
の
相
互
連
携
と
支
援
、

観
光
・
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
等
の
分
野
で

の
相
互
連
携
、
子
ど
も
た
ち
の
海
・
山

体
験
交
流
事
業
等
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

【
あ
い
さ
つ
紹
介
】

〇
那
須
町
　
平
山
幸
宏
町
長

「
互
い
の
自
然
環
境
の
違
い
を
生
か

し
な
が
ら
、
観
光
・
物
産
面
も
含
め
、

教
育
・
文
化
・
経
済
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
分
野
で
交
流
を
深
め
、
夢
あ
る
未
来

へ
と
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。
こ
の
協
定

が
、
新
た
な
時
代
の
幕
開
け
に
な
る
こ

と
を
期
待
し
ま
す
」

〇
葉
山
町
　
山
梨
崇
仁
町
長

「
こ
の
度
の
協
定
締
結
で
、
３
市
町

に
お
け
る
友
好
都
市
と
い
う
形
が
明
確

に
な
っ
た
。
今
後
は
、
共
通
す
る
豊
か

な
自
然
や
美
し
い
景
観
、
そ
し
て
そ
こ

に
住
む
方
々
が
町
の
品
格
を
大
事
に
で

き
る
よ
う
、交
流
を
深
め
て
い
き
た
い
」

〇
下
田
市
　
松
木
正
一
郎
市
長

「
全
国
に
３
カ
所
し
か
な
い
御
用
邸

の
所
在
地
の
間
で
、
友
好
都
市
協
定
を

締
結
で
き
た
こ
と
を
誇
り
に
思
う
。
今

後
、
御
用
邸
所
在
地
と
し
て
の
誇
り
を

胸
に
、
３
市
町
で
連
携
を
深
め
、
ま
ち

の
発
展
に
努
め
て
い
き
た
い
」

〈
栃
木
県
〉　
　
　
　
〈
神
奈
川
県
〉

　〈
静
岡
県
〉

那
須
町×

葉
山
町×

下
田
市

　
　「
御
用
邸
所
在
地
友
好
都
市
協
定
」を
締
結

協定書を手にする（左から）山梨町長（葉山町）、松木市長（下田市）、平山町長

3市町の発展と末長い友好関係への決意を
述べる平山町長

「下田市制施行50周年記念式典」での協定締結
の様子



▶
葉
山
御
用
邸
の
裏

に
広
が
る
、
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
ビ
ー
チ
の
雰

囲
気
漂
う
一
色
海
岸
。

砂
浜
の
両
側
で
磯
遊

び
も
で
き
ま
す
。

葉
山
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

じゅうたんを敷いたよう
につつじが咲く「花の木公
園」。毎年４月下旬ごろに
約１５，０００株のつつじ
が咲きます。

３，０００株もの、色と
りどりのあじさいが咲き誇
る「あじさい公園」。「かな
がわ花の名所１００選」に
も選ばれています。

ウィンドサーフィンもで
きる「森戸海岸」。町で一
番広い砂浜。波が穏やかで
遠浅なため、子ども連れで
も安心です。

●葉山町

■人　口　３２，８６４人
　　　　（令和4年1月1日現在）
■面　積　１７．０４㎢
■町の花　つつじ
■町の木　くろまつ
■町の鳥　うぐいす

静岡県下田市▶
幕
末
、
ペ
リ
ー
艦

隊
が
入
港
し
、
開
国

の
舞
台
に
も
な
っ
た

下
田
港
。
市
内
に
は
、

今
で
も
当
時
の
歴
史

を
伝
え
る
品
々
や
史

跡
が
数
多
く
残
っ
て

い
ま
す
。 【概　要】

静岡県伊豆半島の南部東側に位置
する下田市。黒船来航により開かれ
た下田港があり、歴史ロマン漂う街
並みが今なお残ります。海と山に囲
まれ、エメラルドグリーンの海と白
く美しい砂浜があり、キンメダイな
どの海の幸がとても豊富です。

下
田
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ペリー提督一行が、幾度
となく行進した「ペリー
ロード」。明治時代や大正
時代の建物が数多く残り、
幕末の雰囲気を味わうこと
ができます。

下田市はキンメダイ水揚
げ量日本一！！鮮やかな朱
色でたっぷりと脂が乗った
フワフワの白身は絶品です。

７００mもの美しい広大
な砂浜の「白浜大浜海水浴
場」。国道に面し開放感の
ある砂浜は、エメラルドグ
リーンに輝き、サ―ファ―
や若者などでにぎわいます。

●下田市

■人　口　２０，４９４人
　　　　（令和4年1月1日現在）
■面　積　１０４．３８㎢
■町の花　大島桜
■町の木　アジサイ

御用邸がとりもつ友好の輪
神奈川県葉山町と静岡県下田市をご紹介します!!

御用邸がとりもつ友好の輪
神奈川県葉山町と静岡県下田市をご紹介します!!

神奈川県葉山町

【概　要】
神奈川県三浦半島西北部に位置す
る葉山町。砂浜と岩場が交互に連な
る美しい景観の葉山海岸には、３つ
の海水浴場とマリーナが整備されて
います。海水浴や磯遊び、ヨットや
ボート、ウィンドサーフィンなどの
マリンスポーツの町として親しまれ
ています。

神奈川県
葉山町

下田市

静岡県
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